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概要 背景 取組 成果 まとめ※内容はダミーです

川崎・武蔵小杉・新百合ヶ丘駅周辺の魅力を高める

2

施策の概要

施策4-5-1 魅力にあふれた広域拠点の形成

魅力にあふれた広域拠点の形成施策(３層)

直接目標

活力と魅力あふれる力強い都市づくり基本政策(１層)

魅力ある都市拠点を整備する政策(２層)

主な事務事業

川崎駅周辺総合整備事業 ○○○○事業

京急川崎駅周辺地区整備事業 ○○○○事業

JR川崎駅北口自由通路等整備事業 ○○○○事業

小杉駅周辺地区整備事業 ○○○○事業

新百合ヶ丘駅周辺地区まちづくり推進事業 ○○○○事業

○○○○事業 ○○○○事業

概要



概要 背景 取組 成果 まとめ※内容はダミーです
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実施計画に位置付けた成果指標

施策4-5-1 魅力にあふれた広域拠点の形成

広域拠点（川崎駅・武蔵小杉駅・新百合ヶ丘駅）の駅周辺人口成果指標①

算 出 方 法 広域拠点の駅を中心に半径500m圏内の町丁目の川崎市統計書による人口を合計

指標の考え方
川崎、武蔵小杉、新百合ヶ丘駅周辺の整備を進め、各駅周辺の魅力が高まることで、各駅周
辺の居住者の増加が見込まれるため、駅を中心に半径500m圏内の町丁目の人口を指標とし
て設定する。（千人未満四捨五入）

指標の目標値 12.6万人（H26） 12.9万人（H29） 13.3万人（H33） 13.4万人（H37）

目標値の考え方
「新たな総合計画の策定に向けた将来人口推計について」より算出した増減率を使用し、各年
度の推計値を算出し、目標とする。

算 出 方 法 広域拠点の駅の川崎市統計書よる乗車人員を合計

指標の考え方
川崎、武蔵小杉、新百合ヶ丘駅周辺の整備を進め、各駅周辺の魅力が高まることで、各駅周
辺の来街者や就業者等の増加が見込まれるため、往来するための代表的な交通手段である
鉄道駅の利用者数を指標として設定する。（千人未満四捨五入）

指標の目標値 52.4万人（H25） 53.8万人（H28） 55.3万人（H32） 55.9万人（H36）

目標値の考え方
「新たな総合計画の策定に向けた将来人口推計について」より算出した増減率を使用し、各年
度の乗車人員の推計値を算出し、目標とする。

広域拠点（川崎駅・武蔵小杉駅・新百合ヶ丘駅）の駅平均乗車人員成果指標②

概要

概要 背景 取組 成果 まとめ※内容はダミーです

川崎市は、「広域調和・地域連携型」の都市構造を目指しており、①川崎駅周辺地区、②小杉

駅周辺地区、③新百合ヶ丘周辺地区を「広域拠点」として位置づけています。

「広域拠点」は、東京や横浜との近接性など立地特性を活かしながら、他の都市拠点との適切

な機能分担を行い、民間活力を中心としたまちづくりの推進により、個性と魅力にあふれた広域

的な拠点を形成します。
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魅力と活力にあふれた広域調和型まちづくり

施策4-5-1 魅力にあふれた広域拠点の形成

都市構造のイメージ図

川崎駅周辺地区

川崎駅周辺地区

目指すべき都市像 小杉駅周辺地区

新百合ヶ丘
周辺地区

背景



概要 背景 取組 成果 まとめ※内容はダミーです

昭和53年からＪＲ南武線（武蔵小杉～第三京浜間）
の高架化工事が始められ、平成２年に完成しました。

昭和54年には、現在まで続く区民行事である、中原
区民祭が初めて開催されました。
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小杉駅周辺地区の変遷

施策4-5-1 魅力にあふれた広域拠点の形成

昭和63年

平成12年に新丸子橋開通、東横線に目黒線が乗り
入れ開通しました。

平成17年から「川崎市の新たの玄関口」の実現に
むけて、都市再生整備計画に基づく、道路などの整
備を開始しました。

平成15年

平成22年

平成22年に横須賀線新駅が開業しました。

現在も駅周辺の道路整備や再開発事業を進めてい
ます。

背景

概要 背景 取組 成果 まとめ※内容はダミーです
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小杉駅周辺の再開発の状況（H17～H21年度）

施策4-5-1 魅力にあふれた広域拠点の形成

JR横須賀線武蔵小杉駅・同駅前広場

防災拠点整備事業・中原消防署

小杉駅周辺地区住宅市街地総合整備事業

高質空間形成施設・歩行支援施設等
【JR武蔵小杉駅北口EV】

小杉駅周辺では、土地利用転換に伴う民間再開発事業を推進し、老朽化した公益施設の再整

備や駅前広場・都市計画道路等とともに、鉄道事業者との連携により新たな駅を整備するなど、

本市の広域拠点としてふさわしいまちづくりを進めてきました。

JR横須賀線武蔵小杉駅駐輪場

背景



概要 背景 取組 成果 まとめ※内容はダミーです
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大規模な土地の利用転換とオープンスペースの創出

施策4-5-1 魅力にあふれた広域拠点の形成

小杉駅の東側地区については、工場やグラウンドがありましたが、再開発により土地利用転換

を行い、建物の容積率を緩和し、建築面積を抑えオープンスペースを創出することで、緑化の推

進や回遊性の向上を図ってきました。

建築面積を抑え
オープンスペースを創出

安全な歩行者空間

緑化推進と回遊性の向上

背景

概要 背景 取組 成果 まとめ※内容はダミーです

今後、小杉駅の南側では、小杉町３丁目東地区市街地再開発事業や国道４０９号の整備にあわせ

たまちづくりを進め、都市基盤整備を推進するとともに、北側では、医療・福祉、文化・交流機能を中

心としたまちづくりを進め、多くの都市機能が集積した誰もが暮らしやすいまちづくりを推進します。
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小杉駅周辺の計画期間の主な整備状況

施策4-5-1 魅力にあふれた広域拠点の形成

取組



概要 背景 取組 成果 まとめ※内容はダミーです

事業期間：平成22年度
～25年度

面 積：1.4ha
延べ面積：67,720㎡
高 さ：約150ｍ
階 数：地上39階

地下2階
主な用途：住宅、店舗
公共施設：図書館
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計画期間中の取組（小杉駅周辺①）

施策4-5-1 魅力にあふれた広域拠点の形成

武蔵小杉駅南口地区西街区市街地開発事業 事業の概要

事業期間：平成24年度
～26年度

面 積：約1.3ha
延べ面積：約78,000㎡
住 戸 数：約600戸
主な用途：
住宅・商業・業務・保育
所・区役所駐車場 等

小杉町３丁目中央地区市街地再開発事業 事業の概要

武蔵小杉駅周辺航空写真（平成6年） 武蔵小杉駅周辺航空写真（平成26年）

武蔵小杉駅周辺航空写真（従前） 武蔵小杉駅周辺航空写真（平成24年）

取組

概要 背景 取組 成果 まとめ※内容はダミーです

延長：940ｍ
幅員：W=21～25ｍ
主な整備内容：道路の
整備（４車線化）や交差
点改良等
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計画期間中の取組（小杉駅周辺②）

施策4-5-1 魅力にあふれた広域拠点の形成

東京丸子横浜線の整備

事業の概要

【標準部】
自転車通行空間整備横断構成図

【交差点部】

取組



概要 背景 取組 成果 まとめ※内容はダミーです

川崎駅・武蔵小杉駅・新百合ヶ丘駅の３駅ともに、駅平均乗車人員が増え、目標を達成してい

ます。特に武蔵小杉駅については、駅周辺の再開発等により、駅利用客が増えており、指標

全体をけん引しています。
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成果指標②の達成状況

施策4-5-1 魅力にあふれた広域拠点の形成

広域拠点（川崎駅・武蔵小杉駅・新百合ヶ丘駅）の駅平均乗車人員
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広域拠点合計 川崎駅

武蔵小杉駅 新百合ヶ丘駅

成果

数字はダミー

概要 背景 取組 成果 まとめ※内容はダミーです

武蔵小杉駅周辺における再開発事業において、関係地権者との交渉に時間を要したため、

着工が遅れ、計画期間内に大規模マンションの供用開始に至らなかったことから、武蔵小杉

駅の周辺人口について、目標値に達することができませんでした。
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成果指標①の成果分析（目標未達成）

施策4-5-1 魅力にあふれた広域拠点の形成

広域拠点（川崎駅・武蔵小杉駅・新百合ヶ丘駅）の駅周辺人口

成果

図はダミー

完成予想イメージ

写真はダミー

○○駅周辺航空写真（従前）
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H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37

広域拠点の駅周辺の人口（人）

川崎駅(目標値) 川崎駅（実績）

小杉駅（目標値） 小杉駅（実績）

新百合ヶ丘駅（目標値） 新百合ヶ丘駅（実績）

武蔵小杉駅

川崎駅

新百合ヶ丘駅

達成

達成

未達成

原因 ：左記、大規模マ
ンションの供用開始の
遅れによるもの



概要 背景 取組 成果 まとめ※内容はダミーです

平成22年4月から平成27年3月までに整備された都市機能の延床面積を計測したところ、商業
床については約109,000㎡増え、業務床についても約20,000㎡増加し、利便性の高まりや

周辺人口の増加により、都市機能の集積が図られました。
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その他の事業発現効果（小杉駅周辺）

施策4-5-1 魅力にあふれた広域拠点の形成

都市機能の集積状況

武蔵小杉駅南口地区西街区市街地再開発事業 武蔵小杉駅南口地区東街区市街地再開発事業

新丸子東３丁目地区地区計画区域内 新丸子東３丁目南部地区地区計画

○○施設（○㎡） ○○施設（○㎡）

○○施設（○㎡） ○○施設（○㎡）

成果

概要 背景 取組 成果 まとめ※内容はダミーです

① 施策に掲げた成果指標については、一部を除き、目標値を達成しているた

め、施策の目標達成に向けて一定の進捗がありました。

② ○○指標については、○○の影響により目標達成に至りませんでしたが、

○○でそれを補う効果が出ています。

③ 成果指標以外の効果について、○○○○○○○○○により賑わいが創出

され、商業・業務施設などの都市機能が集積し始めています。

④ ○○○○○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。
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施策の進捗状況

施策4-5-1 魅力にあふれた広域拠点の形成

B 一定の進捗がある（目標達成に向けて進捗している）施策の進捗状況

【施策の進捗状況区分】 Ａ 順調に推移（目標達成している）、Ｂ 一定の進捗がある（目標達成に向けて進捗している）
Ｃ 進捗は遅れている（目標達成が遅れる可能性がある）、Ｄ 進捗は大幅に遅れている（目標達成が難しい可能性がある）

理 由

まとめ



概要 背景 取組 成果 まとめ※内容はダミーです

① 施策に掲げた成果指標については、一部を除き、目標値を達成しているた

め、施策を構成している事務事業の取組が順調に推移したことによるものと

考えます。

② 一方、目標未達成の○○指標に関連する部分については、今の取組の

○○な部分など、課題があることから、取組の改善を図ります。

③ また、新たに○○の課題が発生していることから、新たな課題への対応に

ついて検討していく必要があります。

④ ○○○○○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。
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施策の今後の方向性

施策4-5-1 魅力にあふれた広域拠点の形成

Ⅱ 概ね効果的な構成である（一部見直し等の余地がある）今後の方向性

【今後の方向性区分】 Ⅰ効果的な事業構成である（現状のまま継続する）、Ⅱ概ね効果的な構成である（一部見直し等の余地がある）
Ⅲあまり効果的な事業構成でない（見直し等の余地が大きい）、Ⅳ事業構成に問題がある（抜本的な見直し等が必要である）

理 由

まとめ


